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持続可能な地域開発委員会 副委員長 斎藤　恭生

第27回衆議院議員選挙ネット討論会 公益事業番号 公4

開催日時 参加人数

455,000 円

事業予算

2025年7月9日(水)
クロスパル新潟 403,404講座室 対内 25 名 合計 25 名名

19:20～20:19

中村まい：1983年 /JSS長岡スイミングスクールで４歳から水泳を始める。
1994年 /15歳で日本選手権大会100ｍ背泳ぎ優勝
1996年 /アトランタ五輪100ｍ背泳ぎ4位2000年 /シドニー五輪100ｍ背泳ぎ銀メ
ダル、400ｍメドレーリレー銅メダル2007年 /引退。子どもたちへの水泳指導、
地元の震災復興に従事2025年 /自由民主党新潟県参議院選挙区第二支部長
打越さくら：（2025年6月現在）所属委員会法務委員会
北朝鮮による拉致問題等に関する特別委員会（理事）、憲法審査会
提出した議員立法・修正案は316件、うち成立した法案は123件
平井えりこ：生命保険会社員、三条市、職業能力開発短期大学校

本討論会は、公平・同一条件で候補者を比較できる場を提供し、ライブ配信と7/20までの公開
で可視性を確保した。 一方、再生11,286回は目標12,900回に未達。
理解77.6%、関心69%と目標80%に届かず、相互質疑の不足や完全オンラインの仕様が要因。
JC向け設問も目標に対し45%に止まった。

事業内容(200字) 希望あふれる理想を描き 変えたのだと誇れる未来へ に向けた内容の精査（200字）

第27回参院選に向け、有権者へ公正な比較材料を提供するため、2025/7/9にク
ロスパル新潟で収録しYouTube Live配信のネット討論会を実施。席順等は抽選
で中立性を担保。にいがた経済新聞社と連携し配信を行った。

本討論会は、候補者を同一条件で比較できる中立な場を設け（抽選順・テーマ明示）、事前の
政策アンケート公開で争点を可視化。7/9にYouTubeライブ配信し公開性を確保。一方、相互質
疑が少なく説明会的となり、手話・字幕などの配慮は未対応。視聴11,286回、理解促進は目標
未達。

政党・候補者に忖度することなく、公平中立な討論会を実施する。

対外
動画再生数

11,286回

その他提出物

外部出席者・経歴及びJCとの関わり（300字） 希望あふれる理想を描き 変えたのだと誇れる未来へ に向けた結果報告（400字）


